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輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
会
員
と
そ
の

ご
家
族
の
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
佳
き
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
事
業
運
営
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
昭
和
57
年
に
発
足
以
来
、
今
年
で
34
年
目
を

迎
え
、
こ
の
間
、
会
員
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
逐
次
事
業
内
容
の
充
実
を

図
り
、
在
職
中
は
も
と
よ
り
退
職
後
も
安
心
し
て
加
入

す
る
こ
と
が
可
能
な
医
療
給
付
事
業
な
ど
互
助
会
設
立

趣
旨
に
沿
っ
て
事
業
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

御
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
の
被
用
者
年
金
制
度
の
一

元
化
や
標
準
報
酬
制
へ
の
移
行
な
ど
地
方
公
務
員
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
本

会
の
果
た
す
役
割
は
誠
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
て
、
3
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
会
員
の
皆
様
の
福
利
行
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
本
会
の
果
た
す
役
割
を
十
分
認
識
し
、
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
本
会
の
適
切
か
つ
円
滑

な
事
業
運
営
に
努
め
、
会
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
の

福
利
厚
生
事
業
発
展
の
た
め
、
役
職
員
力
を
合
わ
せ
て

最
善
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
本
年
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
の

　

ご
あ
い
さ
つ

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会　

長　

稲  

本  

隆  

壽

﹇
会　

長
﹈ 

稲
本 

隆
壽 （
内
子
町
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

石
橋 

寛
久 （
宇
和
島
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

二
宮 

洋
之 （
鬼
北
町
職
員
）

﹇
理　

事
﹈ 

髙
須
賀 

功 （
東
温
市
長
）

﹇
理　

事
﹈ 

喜
井 

辰
弘 （
四
国
中
央
市
職
員
）

﹇
理　

事
﹈ 

山
内 

貴
志 （
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
監　

事
﹈ 

甲
岡 

秀
文 （
鬼
北
町
長
）

﹇
監　

事
﹈ 

瀬
川 

幹
雄 （
松
山
市
公
営
企
業
局
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

菅 

良
二 （
今
治
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

清
水 

裕 （
大
洲
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

青
野 

勝 （
西
条
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

和
田 

雅
志 （
久
万
高
原
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

山
内 

武
弥 （
八
幡
浜
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

伊
達 

定
真 （
砥
部
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
田 

裕
久 （
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
評
議
員
﹈ 

池
田 

正
司 （
元
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

桝
田 

與
一 （
元
大
洲
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

伊
藤 

　

正    

愛
媛
県
市
町
村
職
員

 
 

   

共
済
組
合
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
職
員
一同
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研修先等 研修期間 参加者数等

カ ナ ダ 1 班   6月25日（木）～
  7月  1日（水） 応募者数最少催行人数を下回ったので催行取り止め。

スイス・イタリア 2 班   8月27日（木）～
  9月 3日（木） ２７名（最少催行人数２０名）

北 海 道 3 班   9月29日（火）～
10月  3日（土） ３１名（最少催行人数２０名）

スイス・
イタリア
●2班 ●

永　

井　

健　

治

永　

子

松
山
市

　

旅
は
全
行
程
こ
の
上
も
無
い
晴
天
に
恵
ま

れ
、
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
、
イ
タ
リ
ア
の
街
並
み
、

す
ば
ら
し
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
ア
ル
プ
ス
の
水
で

し
た
。
氷
河
の
残
る
頂
か
ら
溶
け
出
た
水
が
滝

に
な
り
幾
筋
も
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
て
い
ま

す
。
山
々
に
降
る
雪
や
雨
も
流
れ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
が
川
と
な
り
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の

都
市
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
市
街
を
流
れ
る
頃
に
は
大

量
の
水
を
た
た
え
る
大
河
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

氷
河
は
い
つ
ま
で
存
続
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

スイス・イタリア２７名、北海道３１名、で催行
カナダは中止

♦ 平成27年度・第30回職員研修事業実施状況 ♦27年度・第30回職員研修

第３０回目を迎えた平成２７年度の職員研修事業は、研修地を、
カナダ、スイス・イタリア、北海道として、合計３班１２０人を募集し、

その結果、下表のとおり実施しました。
　年々参加者が減少するなか、また、今年度をもって終了とします職員研修事業に

ご参加、ご協力いただきました方々にはお礼申し上げます。
　参加者の方からお寄せいただいた感想文を掲載しております。

第30回 職員研修事業第30回 職員研修事業

平
成
平
成
2727
年
度
年
度

第第
3030
回
職
員
研
修
事
業

回
職
員
研
修
事
業

参
加
者
感
想
文

参
加
者
感
想
文
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連
日
、
ア
ル
プ
ス
は
３
千
ｍ
を
超
え
る
地
点

で
も
半
袖
で
暑
か
っ
た
で
す
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
の
麓
の
街
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
化
石
燃
料
の
車

は
乗
り
入
れ
禁
止
で
、
電
力
は
水
力
発
電
の
み

で
賄
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
温
暖
化
の
歯
止

め
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
水
位
が

上
が
り
、
サ
ン
マ
ル
コ
広
場
は
時
折
海
水
に
浸

か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

質
素
な
ア
ル
プ
ス
の
人
々
の
暮
ら
し
と
美
し

い
氷
河
、
大
切
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
を
見
せ
て
も
ら
い
、
私
達
に
は
日
々
の
生
活

の
中
で
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢

山
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
旅
で
し
た
。

　

最
後
に
、
す
ば
ら
し
い
旅
行
を
企
画
、
運
営

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
今
回

が
最
後
と
の
こ
と
で
残
念
で
す
。
同
行
し
て
く

だ
さ
っ
た
互
助
会
の
方
、
添
乗
員
さ
ん
、
そ
し

て
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
楽
し
い
旅
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

スイス・
イタリア
●2班 ●

曽　

根　

周　

一

純　

子

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
、
も
し
も
を
心
配
し
て

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は

満
タ
ン
。
初
日
は
、

長
時
間
の
飛
行
で

疲
労
と
気
疲
れ
で

グ
ッ
タ
リ
。

　

し
か
し
、
翌
日

ア
ル
プ
ス
の
前
に

立
っ
た
瞬
間
、
圧

倒
・
衝
撃
・
感
動
・

言
葉
を
失
っ
た
。

透
き
通
っ
た
青
空
、

眩
し
い
白
い
雪
、

力
強
い
黒
い
山
肌
、

澄
ん
だ
空
気
。
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
、
す
ば
ら
し

い
の
一
言
で
し
た
。
雄
大
な
山
を
背
に
、
同
行

者
と
の
楽
し
い
昼
食
。
こ
れ
以
上
の
贅
沢
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　

絵
葉
書
の
よ
う
な
ス
イ
ス
の
町
並
み
、
朝
日

に
染
ま
っ
た
赤
い
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
歓
喜
を

上
げ
、
大
パ
ノ
ラ
マ
の
中
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。

　

ル
ン
ル
ン
で
ハ
イ
ジ
に
な
っ
た
気
分
、「
ヤ
ッ

ホ
ー
」
と
叫
び
た
か
っ
た
が
‥
・
大
自
然
を
満

喫
し
た
ス
イ
ス
で
し
た
。

　

旅
の
後
半
は
、
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
イ
タ
リ

ア
ヘ
。

　

現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
建
物
の
歴
史
と
構
造

の
説
明
を
受
け
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
世
界
最
大

級
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
、
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
は
大

違
い
、
そ
の
巨
大
さ
、
絵
画
や
彫
刻
の
美
し
さ

に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

２
世
の
ガ
ッ
レ
リ
ア
内
の
十
字
路
で
の
踵
回
転

と
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
の
胸
も
触
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
競
争
率
が
激
し
か
っ
た
が
、
添
乗

員
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
同
行
者
の
協
力
で
達

成
。
も
う
こ
れ
で
、
幸
せ
に
な
れ
る
こ
と
は
間
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違
い
な
い
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
の

賑
わ
い
と
、
入
場
規
制
の
厳
し
い
サ
ン
・
マ
ル

コ
寺
院
の
神
聖
さ
に
緊
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
運
河
巡
り
は
、
映
画
の

ワ
ン
シ
ー
ン
と
重
な
り
主
人
公
に
な
っ
た
気

分
。
思
わ
ず
「
チ
ャ
オ
」

　

今
回
の
旅
行
、
妻
に
強
引
に
誘
わ
れ
重
い
腰

を
上
げ
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
行
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
妻
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
旅
行
に
同
行
さ
れ
た
皆
様
、
頼
も
し

く
て
カ
ッ
コ
イ
ー
添
乗
員
さ
ん
、
お
世
話
に

な
っ
た
互
助
会
の
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
旅
行
が
出
来
ま
し

た
。

　

秋
の
夜
長
、
妻
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
グ
ラ
ス
を

片
手
に
楽
し
い
思
い
出
話
。

　

グ
ラ
ツ
ィ
エ　

イ
タ
リ
ア　

チ
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
ー
モ

スイス・
イタリア
●2班 ●

森　

川　
　
　

厚

里
枝
子

西
条
市

　

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
、
幸
運
に
も
旅

行
期
間
中
は
晴
天
続
き
で
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス

の
雄
大
な
山
々
や
イ
タ
リ
ア
の
石
造
り
の
街
並

み
な
ど
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
風
景
を
堪
能
、

さ
ら
に
趣
味
の
鉄
道
乗
車
も
４
回
体
験
で
き
ま

し
た
。

　

海
外
旅
行
に
は
何
度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
初
め
て
、
時
差
や
有
料
ト
イ

レ
、
ア
ル
プ
ス
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
体
験

で
き
、
治
安
が
悪
い
と
い
わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
も
、

な
ん
と
か
無
事
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由

時
間
も
あ
っ
た
の
で
、
ス
ー
パ
ー
の
食
品
売
場

を
歩
い
た
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
り
と
、
個

人
旅
行
の
気
分
も
楽
し
め
ま
し
た
。

　

思
い
の
ほ
か
楽
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
、

退
職
後
は
他
の
国
も
訪
れ
よ
う
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
旅
行
の
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
添
乗
員
さ
ん
、
互
助

会
同
行
者
さ
ん
、
思
い
出
と
な
る
楽
し
い
旅
行

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

スイス・
イタリア
●2班 ●

曽
我
部　

康　

志

美
由
紀

新
居
浜
市

　

早
朝
、
松
山
を
出
発
し
羽
田
へ
、
成
田
か
ら

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ヘ
10
時
間
以
上
の
長
旅
を
経

て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
到
着
し
た
。
翌
日
は
、

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
研
修
。
展
望
台
で
は
、

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
で
素
晴
ら
し
い
眺
望
、
は

る
か
下
に
氷
河
を
見
て
足
が
す
く
ん
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
の
ホ
テ
ル
は
、
古
い
館

の
面
影
が
あ
り
、
屋
根
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
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で
雄
大
な
山
を
見
な
が
ら
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
も
夫

婦
の
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
全
方
位
に
絶
景

の
広
が
る
峠
越
え
バ
ス
ツ
ア
ー
、
橋
の
上
で
眺

め
た
早
朝
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
朝
焼
け
、
ベ
ニ

ス
で
は
、
水
に
浸
か
っ
た
跡
の
濡
れ
た
広
場
を

歩
き
、
教
会
や
ガ
ラ
ス
工
房
を
見
学
、
初
め
て

の
ゴ
ン
ド
ラ
乗
船
等
々
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

辛
口
の
添
乗
員
さ
ん
や
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
こ
と
が
、
懐
か
し
く
想
い
出
さ

れ
、
ま
た
行
き
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る
。
と
も

あ
れ
、
素
晴
ら
し
い
研
修
期
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
が
絶
え
な
い
。

（
意
見
）

　

素
晴
ら
し
い
研
修
旅
行
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
行
っ
て
も
大
し
た

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

事
前
説
明
会
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

最
初
は
、
辛
口
の
添
乗
員
さ
ん
に
取
っ
つ
き

難
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
が
楽
し

く
、
そ
し
て
無
事
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う

様
々
に
気
配
り
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
少
々

厳
し
い
物
言
い
も
仕
方
な
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
互
助
会
か
ら
参
加
さ
れ
た
役
員
の
方
も
お

疲
れ
様
で
し
た
。
こ
の
研
修
が
今
回
で
終
わ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
研
修
旅
行
で

し
た
の
で
、
是
非
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与

え
ら
れ
る
研
修
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

スイス・
イタリア
●2班 ●

後　

藤　

広　

幸

貴　

代

松
山
市

　

定
年
退
職
１
年
半
前
に
、
今
年
で
最
後
の
職

員
研
修
事
業
「
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
旅
行
」
に
、

妻
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

旅
行
説
明
会
で
は
、
ス
イ
ス
は
マ
イ
ナ
ス

２
℃
で
冬
の
服
装
、
ロ
ー
マ
は
35
℃
で
真
夏
の

服
装
を
準
備
か
ら
始
ま
り
ｅ
ｔ
ｃ
。

　

旅
行
初
日
、
松
山
、
成
田
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ホ
テ
ル
到
着
ま
で
23
時

間
、
長
時
間
移
動
は
疲
れ
ま
し
た
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
４
千
ｍ
級
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
・

ア
イ
ガ
ー
・
メ
ン
ヒ
の
３
名
峰
、
世
界
遺
産
ア

レ
ッ
チ
氷
河
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
観
光
や
ハ
イ

キ
ン
グ
、
大
自
然
の
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
は

感
動
的
で
、
初
日
の
長
時
間
移
動
の
疲
れ
も

吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
周
り
、
歴
史
、
芸
術
、
文
化

に
触
れ
た
り
、
本
場
の
パ
ス
タ
や
リ
ゾ
ッ
ト
も

楽
し
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
で
は
、
多
く
の
出
会
い
や
、
初

め
て
見
る
物
ば
か
り
で
、
興
奮
の
８
日
間
で
し
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た
。

　

共
に
旅
行
し
た
皆
さ
ん
や
、
お
世
話
し
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
良
い
旅
を
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

北海道

●3班 ●

渡　

部　

恵　

喜

セ
ツ
子

今
治
市

　

９
月
29
日
（
火
）
〜
10
月
３
日
（
土
）
ま
で

の
４
泊
５
日
の
北
海
道
研
修
旅
行
、
33
年
前
の

新
婚
旅
行
（
冬
季
の
た
め
道
南
）
で
行
け
な

か
っ
た
道
東
へ
の
旅
行
日
程
に
、
夫
婦
共
々
小

学
校
修
学
旅
行
前
夜
の
気
分
で
寝
つ
か
れ
な
い

ま
ま
、
９
月
29
日
早
朝
松
山
空
港
へ
到
着
し
ま

し
た
。
各
市
町
村
か
ら
31
名
の
参
加
者
で
の
研

修
旅
行
で
し
た
が
、
同
年
代
夫
婦
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
飛
行
機
内
で
は
自
然
と
打
ち
解
け
合

い
、
独
特
な
緊
張
感
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
で

し
た
。

　

新
千
歳
空
港
か
ら
バ
ス
移
動
で
旭
山
動
物
園

か
ら
始
ま
り
、
行
く
先
々
の
ホ
テ
ル
で
は
朝
夕

温
泉
に
つ
か
り
、
特
に
初
日
の
宴
会
で
は
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、
意
見
交
換
や
カ
ラ
オ
ケ
等
々

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
の
締
め

に
は
高
校
三
年
生
?
の
歌
で
出
席
者
全
員
で

肩
を
組
み
合
っ
て
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

旭
川
・
網
走
・
知
床
・
札
幌
・
小
樽
等
々
す

ば
ら
し
い
紅
葉
と
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
い
な
る

北
の
大
地
を
満
喫
で
き
た
と
夫
婦
共
々
思
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
へ
の
旅
を

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互

助
会
様
、
親
切
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
た
日
本

旅
行
様
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
お
礼
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

思
い
出
に
残
る
研
修
旅
行
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

北海道

●3班 ●

渡　

邉　

郁　

雄

裕
美
子

松
山
市

　

北
海
道
へ
行
く
の
は
今
回
で
４
回
目
で

あ
っ
た
。
過
去
３
回
の
旅
行
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド

は
い
な
か
っ
た
。
バ
ス
ガ
イ
ド
の
名
前
は
、
石

黒
さ
ん
と
言
い
、
趣
味
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

映
画
鑑
賞
、
読
書
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
趣
味

に
よ
り
積
み
上
げ
ら
れ
た
深
い
ガ
イ
ド
振
り

で
あ
っ
た
。

　

蝦
夷
地
と
よ
ば
れ
た
北
海
道
は
近
世
に
な

る
ま
で
開
拓
さ
れ
ず
、
欧
米
や
、
ロ
シ
ア
か
ら

の
北
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
、
開
拓
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
国
の
理
由
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、
網
走
監
獄
の
囚
人
た

ち
が
中
央
道
路
開
削
の
た
め
に
送
り
込
ま
れ
、

強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ

た
。
さ
ら
に
、知
床
峠
か
ら
見
え
た
国
後
島
は
、

眼
の
前
に
あ
り
な
が
ら
遠
い
国
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

北
海
道
旅
行
は
、
美
味
し
い
食
べ
物
（
海
鮮

丼
、
か
に
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
、
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
）
と
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
景
色
（
世

界
自
然
遺
産
の
知
床
半
島
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

摩
周
湖
、
阿
寒
湖
）
な
ど
自
然
を
満
喫
す
る
旅

行
と
思
い
込
み
を
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
北
海
道
の

広
い
大
地
を
想
う
時
、

ま
だ
ま
だ
底
知
れ
な
い

パ
ワ
ー
と
奥
深
い
魅
力

の
地
と
感
じ
た
。

　

皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
積
極
的
に
皆
様
と
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の
交
流
を
す
れ
ば
、
楽
し
さ
が
増
し
た
の
で
は

な
い
か
な
と
旅
が
終
わ
っ
て
か
ら
思
い
ま
し

た
。北海道

●3班 ●

船　

田　
　
　

都

治　

久

市
立
宇
和
島
病
院

　

今
年
度
で
退
職
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
記
念
と
し
て
第
30
回
職
員
研
修
旅
行

（
北
海
道
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
予
定
で
は
雨
マ
ー

ク
が
３
日
程
入
っ
て
お
り
、
が
っ
か
り
し
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
は
10
月
２
日
の
爆
弾
低
気
圧

の
影
響
も
あ
り
、
非
常
に
強
い
風
が
吹
い
た
り

し
ま
し
た
が
、
大
雨
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

広
大
な
北
海
道
の
自
然
に
触
れ
て
気
持
ち
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
物

館
網
走
監
獄
を
訪
問
し
、
囚
人
を
利
用
し
て
、

旭
川
と
網
走
を
結
ぶ
中
央
道
路
の
開
削
を
知
る

こ
と
と
も
に
、
そ
の
裏
に
悲
し
い
歴
史
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
が
ベ
テ
ラ
ン
の
方
で
北
海
道
の
地
理
、
歴

史
等
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
泊
５
日
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
で
し
た
の

で
、
北
海
道
の
旅
を
満
喫
出
来
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
研
修
旅
行
が
今
年
度
で
打
ち
切
ら

れ
る
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
良

き
思
い
出
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

北海道

●3班 ●

大　

西　

美　

恵

隆　

弘

鬼
北
町

　

定
年
を
迎
え
、
感
謝
の
意
味
も
込
め
て
の
二

人
で
参
加
す
る
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
足
腰
が

弱
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
始
め
て
お
り
、

迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら

の
参
加
で
し
た
。
案
の
定
、
移
動
は
常
に
最
後

を
キ
ー
プ
し
て
い
た
私
達
で
し
た
。

　

全
く
面
識
も
な
い
32
名
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で

し
た
が
、
夜
の
交
流
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り

上
が
る
等
、
楽
し
い
人
た
ち
と
の
交
流
・
親
睦

あ
り
。
旅
の
メ
イ
ン
と
な
る
食
事
も
、
毎
回
北

海
道
の
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
き
大
満

足
で
し
た
。

　

広
大
な
北
海
道
の
地
を
、
地
図
を
時
々
見
な

が
ら
確
認
し
、「
傘

は
持
っ
て
い
て
下

さ
い
ね
。」
と
言
わ

れ
た
通
り
、
１
日

の
う
ち
に
晴
れ
と

雨
を
体
験
し
改
め

て
北
海
道
の
広
さ
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北
海
道
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た

何
を
食
べ
て
も
お
い
し
く
、
こ
ち
ら
の
心
と
体

重
ま
で
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。北海道

●3班 ●

宮　

浦　

博　

義

え
り
子

松
山
市

　

初
め
て
の
北
海
道
旅
行
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
夫
婦
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
５
日
間
の
研
修

旅
行
は
、
旭
山
動
物
園
、
網
走
監
獄
、
知
床
峠
、

摩
周
湖
、
阿
寒
湖
、
札
幌
市
内
、
小
樽
市
市
内

な
ど
道
央
か
ら
道
東
ま
で
を
バ
ス
で
巡
る
コ
ー

ス
で
し
た
。

　

こ
の
５
日
間
は
広
い
北
海
道
の
自
然
が
広
が

る
景
勝
地
を
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
ば
ら
し
い
景
色

を
脳
裏
に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

歌
の
文
句
で
は
知
っ
て
い
る
「
知
床
旅
情
」

で
す
が
、
知
床
の
岬
に
行
く
と
、
ハ
マ
ナ
ス
が

咲
い
て
お
り
、
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
知
床

峠
か
ら
は
、
海
の
向
こ
う
に
、
北
方
領
土
の
国

後
島
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ん
で
見
え
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
知
床
旅
情
を
味
わ
う
気
分
で
す
。

を
感
じ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
家
庭
・
職

場
に
心
配
を
か
け
た
「
爆
弾
低
気
圧
」
も
、
思

い
出
の
ひ
と
つ
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
事
業
が
今
回
で
終
わ
り
と
い
う
こ
と
は

残
念
で
す
が
、
記
念
す
べ
き
回
に
参
加
し
、
こ

の
旅
行
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
（
も
ち
ろ
ん
宴
会
の

写
真
あ
り
）
は
大
切
な
私
た
ち
の
記
念
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

北海道

●3班 ●

橋　

本　

桂　

一

広　

美

新
居
浜
市

　

な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
行
く
機
会
の
無
か
っ
た

北
海
道
。
新
居
浜
を
午
前
５
時
に
出
発
し
松
山

空
港
へ
。
空
港
は
ま
さ
か
の
修
学
旅
行
生
と
遭

遇
、
私
た
ち
も
大
人
の
修
学
旅
行
生
と
し
て
４

泊
５
日
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

北
の
大
地
は
爆
弾
低
気
圧
の
猛
威
に
曝
さ
れ

る
は
ず
で
し
た
が
、
行
く
先
々
で
雨
に
は
当
た

ら
ず
強
風
の
み
だ
っ
た
の
は
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。
知
床
世
界
遺
産
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と

阿
寒
湖
遊
覧
船
が
欠
航
し
た
の
は
残
念
で
し
た

が
、
羅
臼
で
は
め
っ
た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
国
後
島
の
全
貌
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ

が
あ
の
地
図
に
あ
っ
た
島
か
と
感
慨
無
量
で
し

た
。
霧
の
摩
周
湖
も
澄
み
わ
た
り
、
知
床
の
散

策
で
は
遮
る
も
の
の
無
い
雄
大
な
自
然
を
思
う

存
分
満
喫
し
ま
し
た
。
知
床
の
大
自
然
や
畑
や

放
牧
地
が
連
続
す
る
中
を
走
る
真
っ
直
ぐ
な
道

路
に
北
海
道
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

特
に
街
づ
く
り
で
感
心
し
た
の
は
数
か
所
あ

り
ま
す
。
ま
ず
第
１
か
所
目
は
１
日
目
の
旭
川
・

旭
山
動
物
園
で
す
。
斜
面
の
地
形
を
有
効
利
用

し
、
水
中
で
の
動
物
の
動
き
が
下
か
ら
や
横
か

ら
見
る
事
が
出
来
て
面
白
く
観
客
と
一
緒
に
動

物
が
楽
し
め
る
構
造
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

２
か
所
目
は
、
２
日
目
か
ら
の
知
床
で
す
。

世
界
遺
産
の
知
床
を
守
り
な
が
ら
、
観
光
に
利

用
し
て
い
る
点
で
す
。
ホ
テ
ル
知
床
も
周
囲
に

は
豊
富
な
自
然
が
残
り
訪
れ
る
人
に
安
ら
ぎ
を

与
え
て
い
ま
し
た
。

　

３
か
所
目
は
、
最
後
の
観
光
地
小
樽
で
す
。

一
時
期
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
で
さ
び
れ
た
街
を
、

市
民
や
学
識
経
験
者
が
町
お
こ
し
の
一
環
と
し

て
、
運
河
を
甦
ら
せ
て
、
北
海
道
を
代
表
す
る

観
光
地
に
育
て
た
事
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
も
わ
か
り
や
す
く
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今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
北
海
道
の
自
然
を

満
喫
す
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
は

北
海
道
の
歴
史
や
各
地
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
た

く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
北
海
道
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

北海道

●3班 ●

川　

上　

美
和
子

四
国
中
央
市

　

北
海
道
旅
行
は
は
じ
め
て
で
、
ま
ず
、
い
ち

ば
ん
の
印
象
は
「
寒
い
」
で
す
。

　

昨
日
ま
で
半
袖
で
仕
事
を
し
て
い
た
も
の
で

す
か
ら
、
季
節
が
こ
ん
な
に
ち
が
う
ん
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
次
に
「
広
い
」
で
す
。
松
山
千
春

の
「
大
地
」
の
曲
を
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
で
い
ま

し
た
。
果
て
し
な
い
大
空
と
広
い
大
地
、
ま
さ

に
そ
の
と
お
り
で
、
い
け
ど
も
い
け
ど
も
車
窓

か
ら
は
緑
の
大
地
と
、
ま
っ
す
ぐ
ど
こ
ま
で
も

続
く
一
本
道
が
た
だ
ひ
た
す
ら
ど
こ
ま
で
も
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
…
…
あ
あ
北
海
道
に
来
た
ん

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

退
職
を
前
に
共
に
仕
事
を
頑
張
っ
て
き
た
同

僚
と
共
に
旅
行
に
参
加
で
き
た
こ
と
、
本
当
に

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
に
感
謝
、
健

康
に
感
謝
、
夫
に
感
謝
と
仕
事
を
離
れ
エ
ネ
ル

ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

旅
行
中
バ
ス
ガ
イ
ド
の
石
黒
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
大
地
を
開
拓
し
た
屯
田
兵
の
こ

と
、
大
自
然
を
後
世

に
残
そ
う
と
私
財
を

投
じ
努
力
さ
れ
た

方
々
の
こ
と
、
摩
周

湖
や
阿
寒
湖
に
ま
つ

わ
る
伝
説
、
知
床
の

自
然
に
つ
い
て
、
又

「
地
の
涯は

て

」
と
い
う
宿

泊
施
設
が
あ
る
こ
と
、

熊
の
出
没
す
る
川
に
つ
い
て
、
北
海
道
市
民
の

生
活
、
家
の
造
り
に
つ
い
て
等
々
、
長
い
バ
ス

の
旅
を
飽
く
こ
と
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

北
海
道
が
よ
り
近
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
調
子
が
悪

く
な
っ
た
り
、
爆
弾
低
気
圧
の
た
め
予
定
が
変

更
に
な
っ
た
り
、
撮
っ
た
写
真
が
強
風
の
た
め

全
員
髪
型
が
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
か
乱
れ
て
い
た
り

と
、
ふ
り
か
え
れ
ば
ど
れ
も
こ
れ
も
楽
し
い
思

い
出
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

　

添
乗
員
さ
ん
、
お
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
互

助
会
の
方
、
運
転
手
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
今
ま
で
面
識
の
な
か
っ
た

参
加
者
と
も
退
職
前
と
い
う
こ
と
で
親
し
み
深

く
、
ま
た
お
逢
い
し
た
い
な
と
も
思
っ
た
り
し
ま

す
。
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今
年
で
こ
の
事
業
も
終
わ
り
と
お
聞
き
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

楽
し
い
旅
行
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

北海道

●3班 ●

中　

村　

雅　

和

美
代
子

松
山
市

　

広
大
な
大
地
、
太
平
洋
・
日
本
海
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
な
ど
で
大
き
く
異
な
る
気
候
、
そ
し
て

雄
大
な
景
色
。

　

世
界
遺
産
知
床
半
島
、
流
氷
、
摩
周
湖
、
阿

寒
湖
、
北
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
大
都
市
札
幌

や
観
光
に
活
路
を
見
出
す
小
樽
な
ど
、
同
じ
日

本
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
風
土
を

一
度
に
味
わ
え
る
の
は
、
北
海
道
な
ら
で
は
。

明
治
に
な
る
ま
で
開
拓
が
進
ま
な
か
っ
た
、
人

の
行
く
手
を
阻
む
厳
し
い
自
然
。
そ
の
中
を
大

国
ロ
シ
ア
の
脅
威
か
ら
国
を
守
る
べ
く
、
囚
人

を
使
い
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
ま
で
道
を
切

り
開
い
た
切
迫
し
た
当
時
の
政
治
情
勢
や
、
知

床
峠
な
ど
か
ら
見
え
る
国
後
島
な
ど
、
近
代
日

本
の
歴
史
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
北
の

大
地
で
の
現
実
。
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
知
識
を
新
た
に
で
き
た
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
爆
弾
低
気
圧
で
遊
覧
船
が
こ
と

ご
と
く
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
同
じ
く
地
方
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
た

こ
と
も
、
と
て
も
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

がん保険を福利厚生事業の一環として会員の皆様に６月
中旬から下旬にかけてご案内いたしております。なお、詳
しい内容については、下記にお問い合わせください。

●募集代理店：南海放送サービス（株）　
　　　　　　　　〒790-0811 松山市本町１丁目２番３号
　　　　　　　　フリーダイヤル （0120）－11－1136
●引受保険会社：アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）松山支店
　　　　　　　　〒790-0003 松山市三番町４丁目９番地６  NBF松山日銀前ビル5F
　　　　　　　　TEL 089-933-7103
ご契約の照会・各種お問い合わせ ▶ コールセンター（0120）－5555－95

がん保険
互助会の厚生事業のがん保険のご案内！！互助会の厚生事業のがん保険のご案内！！
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共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
等
の

募
集
結
果

が
ん
保
険（
平
成
27
年
11
月
か
ら
適
用
）に
つ

い
て
は
平
成
27
年
６
月
〜
７
月
に
、
共
済
グ
ル

ー
プ
保
険
及
び
積
立
年
金（
平
成
28
年
１
月
か

ら
適
用
）に
つ
い
て
は
平
成
27
年
８
月
〜
９
月

に
か
け
て
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
拘
わ
り
ま
せ
ず
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
募
集
も

順
調
に
進
み
、
多
く
の
ご
加
入
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
が
在

職
中
の
み
な
ら
ず
退
職
後
に
お
き
ま
し
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
制
度
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
加
入
状
況
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　　分 加 入 者（人） 契 約 高（百万円） 月額保険料（千円）

がん保険 会　　員 2‚326 ―   7‚460

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団
体
定
期
保
険

組合員 7‚190 132‚547 40‚106

配偶者 1‚544    7‚208   2‚332

子　供 1‚218    3‚972     556

計 9‚952 143‚727 42‚994

ボーナスコース 3‚623   31‚955 39‚048

療養給付プラン 1‚596      130   2‚927

医
療
保
障
保
険

組合員 2‚869      287   6‚127

配偶者   588        59   1‚359

子　供   563        56     598

計 4‚020      402   8‚084

重
病
克
服

支
援
制
度

組合員 3‚086    5‚557   4‚928

配偶者   495      753     669

計 3‚581    6‚310   5‚597

積
立
年
金

月　

払

一般型   455 1‚291口   2‚582

個年型   894 2‚870口   5‚740

計 1‚349 4‚161口   8‚322

〰〰〰  加 入 状 況  〰〰〰 （平成28年1月1日現在）

　毎年１０月頃から翌年３月にかけて、冬型の気圧配置が緩んだ日に大洲盆地で地表が放射冷却
によって冷え込み発生した霧（冷気）が、山脚が河口付近まで肱川の両岸に迫っている得意な地
形をしている肱川を下り、強風とともに一気に海に流れ出す「世界的にも珍しい神秘的な局地風」
が生じると言われています。大規模な時は、龍のような白い霧は沖合い数キロに達し、その風速
は可動橋で知られる長浜大橋（通称「赤橋」）付近において最大２０ｍが観測されることもあるようで
す。年配者のなかでは、「肱川おろし」とも言われ、こちらが正式名称との見解もありますが、近
年は「肱川あらし」の呼称が一般的です。河口近くの山頂に「肱川あらし展望公園」があります。

肱川あらし（大洲市）互 助 会 の 概 況
（平成28年11月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数 現職会員数 14‚888 人
 退職会員数 3‚717 人
・被扶養者数  16‚968 人
・平均給料月額 316‚284 円

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／山本 健一
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp


